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東北農政局北奥羽土地改良調査管理事務所 
  



１．現場説明共通事項について 

「別紙－１ 現場説明共通事項」のとおり。  

 

２．積算体系 

本業務の積算体系は設計業務（実施設計以外）としている。 
 

３．設計業務に係る積算基地について 

本業務の設計作業に係る積算基地は「青森市」で考えている。 
また、打合せは通勤で考えており、移動方法はライトバン（高速道路利用：青森中央 IC～浪岡 IC）

を考えている。高速道路料金は消費税率 10％分を控除した価格を直接経費に計上している。 

ライトバン経費については豪雪補正を適用している。 
 
４．打合せについて 

打合せの場所は、東北農政局北奥羽土地改良調査管理事務所としている。 

本業務の打合せの配置人員は下表のとおりとし、打合せに係る日数 0.5 日を計上している。 

回 数 職 種 

初   回 主任技師：0.5 人、技師Ａ：0.5 人 

第 ２ 回 技 師Ａ：0.5 人、技師Ｂ：0.5 人 

最 終 回 主任技師：0.5 人、技師Ａ：0.5 人 

 

５．現地調査及び環境影響調査について 

現地調査及び環境影響調査に係る外業は通勤による作業を考えており、積算基地から現地までの

移動方法はライトバンで、一般道の利用としている。ライトバン運転経費については運転時間２時

間で、ほ乳類調査は使用日数２日、鳥類調査は使用日数２日、景観調査は使用日数１日を計上して

いる。ライトバン経費については豪雪補正を適用している。 
 

６．作業歩掛について 

本業務の設計業務に係る作業歩掛は次表のとおり考えている。 

ただし、見積の参考に示すものであり、契約変更の対象を示すものではない。 

なお、見積歩掛及び参考歩掛を適用する作業項目毎の歩掛の実態については、業務完了時に監督

職員に報告するものとする。 

下表に記載のない作業項目については「農林水産省土地改良工事積算基準（調査・測量・設計）」

による。 

設計業務価格積算基準に基づく作業項目 

作業項目 主任技師 技師（A） 技師（B） 技師（C） 技術員 

1 準備作業      

1－1 現地調査 1.0 1.0 1.0 1.0  

1－2 資料の検討 1.0 2.0 2.0 2.0  

2 営農計画の概定 1.0 8.0 20.0 20.0 10.0 

3 環境配慮調査の実施  3.0 8.0 8.0 7.0 

（内訳）ほ乳類（コウモリ）調査   （2.0）  （2.0） 

鳥類調査  （1.0） （2.0）   

景観調査    （2.0）  

 



作業項目 主任技師 技師（A） 技師（B） 技師（C） 技術員 

調査結果とりまとめ  （2.0） （4.0） （6.0） （5.0） 

4 点検取りまとめ 1.0 2.0 2.0 2.0 2.0 

計 4.0 16.0 33.0 33.0 19.0 

 

７．営農検討部会資料作成に係る専門技術者への謝金の支払いについて 

営農計画の概定にあたり助言を得ることとしている専門技術者への謝金の支払いは本業務で行

うものとし、次の経費を計上している。 

<一括計上金額> 

項 目 会議等開催時期 謝金（税抜き） 

専門技術者 令和７年 12 月 9,364 円 

令和８年２月 9,364 円 

計  18,728 円 

 

８．成果物について 

成果物の出力（１部）で見込んでいる費用は次のとおりである。 

１）ファイル、規格    縦型チューブファイル、Ａ－４、幅 10 ㎝ 

２）コピー枚数      1,000 枚 

 

９．被災者の就労機会の確保について 

受注者は、外業等の業務にあたって、地震等被災地域における被災者(農林漁家を含む)の就労

希望者を優先的に雇用するよう努めるものとする。 

なお、被災者等の雇用においては、賃金等の支払いが適性かつ遅滞なく行われるよう配慮する

こと。 
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